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（論文内容の要旨） 
 
 本論文では「自己の肉体は他人から見る様に見る事が出来ない」という事が、彫刻作品とりわけ自己
を含めた人間の身体をモチーフにした彫刻作品の制作に及ぼす影響についての考察を行う。また、自分
の肉体の不可視性から生まれる身体への疎隔感と、彫刻制作においての「作者」と「対象となる人間」
との物理的・心理的な距離の関連性を、制作者の立場から彫刻制作のプロセスを通して言及し、そこか
ら今日における彫刻表現の可能性を探る。 
 人間は古くから自分達の身体から型を取りかたちをおこす技術を持っていたのにもかかわらず、木や
石、粘土や金属等を用い、型を取ることとは違う方法で数多くの人間像を彫刻作品としてつくり続けて
きた。本論文では、型を取り対象そのものの形態を写しとることよりも、対象を目の前に観察し認識を
深める事で生まれるかたちに現実感を見出す彫刻の価値観と、鏡や写真等を通さずには見る事の出来な
い自己像に、共通した「歪み」がある事を検証する。そして、その隔たりによって生まれる「歪み」を
持った現実感から見えてくる、彫刻表現による人間像のリアリティへの考察を行う。 
 また、私の彫刻作品と、制作における動機、対象への視点を通して、自身の彫刻制作における重要な
テーマである、自己の肉体を介してつくられる人間像について考察することで、今後の作品制作におけ
る新たな展望を明らかにする。 
 本論文は全体を以下の三つの章によって構成している。 
 第Ⅰ章では、現在遺されている人間を象った彫刻作品をいくつか取り上げ、そこから、彫刻という物
質によって実体化させる事で人々が埋めようとすると考えられる、「存在への心許なさ」の考察を行う。
本章では、数多くある人間を表した彫刻作品の中でも、比較的初期の時代につくられた作品を選んで扱
っている。それらの時代の作品には、制作された動機に人々の原初的な「存在への心許なさ」が占める
割合の高さを見る事が出来、なお且つそのような心許なさによる作品の、現在までに経てきた時間の長
さが、対照的に見る者に彫刻の持つ本質的な物質の実在性を強く感じさせると考える。 
 また、自己の肉体を対象とした彫刻的な観察行為から、自分自身の身体に対する認識の「希薄」さが
明らかになる事を述べる。そして、その自己の身体への「希薄」感と、彫刻表現によって埋めようとさ
れる「心許なさ」に、共通した「存在への不安」があるとして、その「存在の不安」へのアプローチが
彫刻によって表現される人間像の現実感を獲得する足掛かりとなることを示す。 
 第Ⅱ章では、作者の意識的、無意識的な創意によって行われる彫刻表現においての形態の操作を、自
  
刻像と肖像彫刻の二種類の人間彫刻を主軸にして、作者と対象となる人間との距離、または作者の意識
と肉体との距離を通して見る事で考察する。 
 本章ではさらに身体のプロポーションに対する感覚と、彫刻表現上のプロポーションの関係について
考察する。そこで感覚ホムンクルス（ペンフィールドのホムンクルス）の像を例にして彫刻表現のおけ
るプロポーションの持つ意味と作用についての考察を行う。また、私は本章の中で幾つかの彫刻作品と
共に「デスマスク」と「即身仏」について触れ、肉体に対しての物質的な視点を明らかにする。そして
それらの諸要素を通してみた作者と対象との間に存在する距離から、自刻像の制作における対象として
の自己への距離を考察し、対象と近すぎるという隔たりから生まれる「歪み」のリアリティを論述する。 
 第Ⅲ章では私の彫刻作品を紹介し、その制作の動機や過程を通して私の自己を介した人間の存在に対
する認識の変革について言及する。私の彫刻制作の動機は「自身の肉体との疎隔感」であり、ごく身近
であるはずの自身の顔や背中が、鏡像や写真、映像等の媒体に転ずることでしか視る事が出来ないとい
う不思議さに対する興味であり、他者を介して見える私自身への認識への興味である。私は自分の身体
への認識を深める事を重要な目的として彫刻制作を行ってきた。本章では私がこれまでに制作した、2002
年の「Mountaineer」から2008年の「不安のリアリズム」までの作品を取り上げ、作品制作を通して自分
の身体への「存在の不安」を彫刻的な視点によって捉える試みから、私が考える自己という存在の「不
安のリアリズム」を検証する。そしてそこから、人体・人物彫刻作品のリアリティが、その作品を前に
する事で、視る事の出来ない自分の肉体への新しい視点を見出し、自己の存在への認識をさらに深める
ことで生まれるものであることを提示する。 
 以上が本論文の概要である。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 この論文は、人体像の彫刻を制作している筆者が、その制作を通して思索した、人間の内面の問題、
芸術についてなどの論考である。 
 筆者はまず「自己の肉体は他人から見る様に見る事が出来ない」という考えを思索の原点におく。そ
こから、たとえば不安というものが生じ、自己の身体とは何か、という問いも生じてくる。筆者は、こ
の問題と格闘し、その格闘の痕跡と戦果を、彫刻作品として提示する。論文では、それを論理化し文章
化している。 
 第Ⅰ章の「彫刻表現における対象の観察と自分のからだ」では、縄文時代の岩偶から話をはじめ、古
代エジプト、ギリシアの人体像へと考察が展開していく。人は、人の身体をどう見るか。そのような視
点から論考はさらに展開し、自己の身体は「他者を視るように視る事が出来ない」ゆえ、「身体の存在の
希薄さが生まれ、そこから「不安」が誕生すると論じられる。 
 第Ⅱ章の「人体・人物彫刻の歴史にみるからだの認識」では、運慶・快慶やミケランジェロの彫刻か
ら話がはじめられ、脳科学における脳内の身体イメージ「感覚ホムンクルス像」に言及され、形態やプ
ロポーションの歪みが、どのように生まれるかが考察される。さらにはデスマスクや即身仏までもが取
り上げられ、身体の形態と造形、それが心に及ぼす作用について検討される。 
 第Ⅲ章の「不安のリアリズム」では、筆者自身の彫刻作品が例として取り上げられ、その造形性・表
現性についての解説および検討がされる。 
 この論文は、筆者の制作体験がベースになってはいるが、単なる自作解説ではない。彫刻制作におけ
るノミで彫る作業とは別に、思索し、言葉をつらねていく、というもう一つの作業によって、彫刻や身
体というもののありようが明らかになっていく。このような思索や論考は、また筆者の彫刻作品にフィ
ードバックされ、その造形性に深みをあたえてもいる。人はなぜ、人の像を作るのか。そこにはどんな
内面的なモティベーションがあるのか。それが複数の身体像の関係性や、視線の交差、さらには亀裂の
  
ようにかいまみられる「不可能性」を浮き彫りにすることによって、問題の在り処を提示する。 
 筆者の論旨の展開は明快で、かつ難しい問題を的確にとらえ、深く鋭く論考することに成功している。
提出作品との関係も密接で、論文と作品をセットでみるとより魅力が増す。たいへん優れた論文である。 
 よって本論文を合格としたい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 今野健太の作品は３点とも石を素材として制作されている。 
 自分の身体への認識を深めることを重要な目的とする彼の作品は主に人体彫刻であるが、単体である
事は少ない。 
 「曖昧な決断」「はっきりとした迷い」の２作品はそれぞれ２体ずつの人体で構成された彫刻であるが、
「歪み」が造形の一つのポイントになっている。「意識的な歪み」と、「無意識の歪み」を持った人体を
組み合わせ、限定できない曖昧なシチュエーションを設定し、その曖昧さをそのまま作品化した。造形
的には、人体の骨格、量感、形体の細部まで神経の行き届いた申し分のない完成度を獲得している。ま
た、一見石材とは思えない軽い素材感と、２つの人体のアンビバレントな要素を巧みに構成し、独特の
距離感を醸し出している。鑑賞者に多様な解釈を可能にする状況を上手く作り出す事に成功している。 
 「不安のリアリズム」は、一塊の石材を丁寧に彫り込んだ、大きさの異なる４つの人体の構成による
大理石の群像彫刻である 
 一見してまず目に付くのがそのプロポーションで、４人とも頭部が異様に大きく作られている。これ
は、感覚ホモンクルスの概念を手がかりに、中心的研究テーマでもある「不安の感情」をより強く連想
させる目的でとられた方法である。それぞれの頭部の誇張は人体表現としては非現実的な印象になりが
ちだが、その骨格、形体、顔面の表情等を細部にわたり制御された技術で的確に造形することで、生身
の人間とは違った鮮明でリアルな表現効果を上げている。また頭部の誇張によっておこる彫刻全体の量
の不安定さを、足もとの３つの人体を重層的に構成し全体を安定させると共に、４つの人体の顔面の方
向を円環状に配置することで、彫刻に動きのある空間を獲得することに成功している。「不安」の要素か
ら連想されるネガティブなイメージとは逆に、重量感のある力強い作品に仕上がっている。 
 ３作品とも、文脈に寄り過ぎることで陥りがちな造形の軽視には極力注意が払われている。彫刻の歴
史をしっかりと認識し、形、量、素材に対しての深い考察とともに、素材と制作者の身体的な関わり方
に重点をおいた独自のアプローチを大切にして制作した。優れた造形力、高い技術力、強い忍耐力無し
には、実現不可能な見事な仕事であり極めて高い評価に値する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 今野健太は学部４年より始めた石彫による人物像を修士課程、博士課程と一貫して制作してきた。修
士作品「不安の立像」は大理石による等身大のリアルな自刻像で足元に立つ小さな自刻像とで構成され
ている。（この作品は美術館買い上げとなっている）この作品を制作した際、今野は「自身の姿は自分で
は完全には見ることができない」と感じたことから、博士課程でのテーマへと進んでいった。 
 その問題とは（すべてを）見ることのできない疎外感、心理的距離、（鏡を通して自身を見ることの）
歪みの問題、真のリアリティとは、といったことである。具象彫刻、特に人体をモチーフにした場合避
けては通れない問題を今野は論文の中で一つ一つ例を挙げながら読み解き進めていく。特に神経解剖学
者、ワイルダー・ペンフィールド（1891－1976）による感覚ホモンクルスの概念である、意識・観念・
感情に対比したデフォルメされた図像を知ることで、歪みを持った彫刻の問題に突き当たる。それは今
野にとって一つの大きな転換点となる重要な出会いであった。そこから「肖像彫刻」「デスマスク」「自
  
刻像」といった章において、適確な例をあげながら論を進め、提出作品「不安のリアリズム」「曖昧な決
断」「はっきりとした迷い」の三点に言及していった。 
 2007年に制作された「曖昧な決断」「はっきりとした迷い」はともに同一人物２体によって構成されて
いる。それらのうち１体は再現しょうと試みてもなお起る「無意識な歪み」の像であり、もう１体は頭
部を大きくした「意識的歪み」のある像である。 
 またメインとなる2008年作「不安のリアリズム」は４体の同一人物を構成したもので、一つの大理石
から彫り出された作品である。４体は皆頭部が大きい。人体の大きいほうから３体は跨ぐ、潜るという
関係で構成され、一番小さい像だけはそれらにかかわりなく反対方向を見て立っている。作品を一つの
大理石の中で構成と主題を調和させている。 
 今野は修了作品からの展開で「人物像を複数とすることで自分の肉体を見ることの不可能性は逆に、
自分の肉体をいかようにも捉えることの出来る可能性を表すことができるのではないか」と論文に言及
しているように「歪み」を持った彫刻のリアリティを感じとったようである。 
 高い技術と深い思索によって生み出された今野の大理石彫刻は、優れた作品となり論文と極めて濃密
にリンクしたものとなっている。 
 審査した教員から作品・論文とも高い評価を得、合格とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
